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令和元年１２月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和元年１２月１６日（月曜日） 

開 会 １４時１０分 

閉 会 １５時００分 

（２）場 所 直方市役所 ５階 第５０３・５０４会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育長職務代理者 山内健 

委 員 澁谷昌樹 委 員 中野昭子 

委 員 阿部英子 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校給食係長 宮崎達生 

  学校教育課長 川原国章、学校教育課管理主事 大塚泰信 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議式次第 

 

○山本教育長 

  それでは、定刻より早いですけれどもおそろいですので、１２月定例教育

委員会を始めさせていただきます。 
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まず、職務代理者の指名ということでございますけれども、継続して山内

委員を教育長職務代理者として指名しようと思います。よろしいでしょうか。 

 

○山内委員 

  はい。 

 

○山本教育長 

  よろしくお願いいたします。 

  それでは、教育長報告のほうに移らせていただきます。 

まず１１月１２日の火曜日、１１月の定例教育委員会を実施いたしました。

同日、筑豊地区学校図書館協議会研修会、これは中央公民館の大会議室で 

行いました。直方市立図書館の野口館長に講演をいただいたところでござ

います。 

  １３日、水曜日、１１月６日より実施しておりました管理職面接の最終日

でした。 

  １４日、木曜日、研究発表会、福教大附属小倉中学校にまいりまして、直

方市から一中の数学の奧先生が行っておられますので、その授業の様子を見

させていただいてまいりました。よく頑張っておるようでございます。 

  それから同日、研究所連盟研究発表会、これは教育センターのほうでござ

いまして、直方市の教育研究所のほうからは小学校の外国語活動で北小学校

の池田彩教諭が発表を行っていただきました。直方市の村上指導主事が司会

進行で、二中の濱田教頭のほうが指導助言という形で参加されております。 

  そして、県民福岡駅伝結団式が体育館で行われまして、激励の挨拶をさせ

ていただいたところです。１７日の日曜日に、筑後広域公園のほうで本番が

実施されまして、昨年２６位だったのが、今年は２１位と順位が上がったと

いうことで報告を受けております。 

  １５日の金曜日、臨時教育委員会、これは中村敬子委員の辞任に関する臨

時の教育委員会ということで実施させていただきました。 

  同日、鞍手町立西川小学校の研究発表会に顔を出してまいりました。 

  １６日、土曜日、直方市ハートフル奨学金審議会を役所のほうで実施して

おります。次年度の対象者の選考のため、面接と審議という中身で実施して

おります。この中身につきましては、後で事務局のほうより報告があるかと

思います。 

  １８日、月曜日、直方市表彰式でございます。今年度は元市議会の議長、

友原春雄さん７０歳、この１名の方のみということでございました。 

  １９日、火曜日、緊急市町村教育委員会教育長会議が実施されました。こ
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れは皆様も御承知のとおり、大川市の三又中学校の教員が覚醒剤所持で逮捕

されたことを受けまして、緊急で集められ、県の教育長のほうから訓示があ

ったところでございます。これを受けまして、この後に教育長のほうが各校

長に個人面談、それから各学校では校長が職員に個人面談を実施するという

運びになってまいります。 

  そして同日、教育要望ということで、小中学校それぞれから教育要望を受

けておるところでございます。 

  ２１日、植木中校区小中一貫教育交流研究会、植木中で今年の４中学校分

全部の小中一貫教育の交流研究会のほうが終了ということになります。 

  ２２日、金曜日、研究発表会、遠賀中学校に行ってまいりました。 

  ２３日、土曜日、筑豊美術展の授賞式、こちらが直方商工会議所のほうで

行われまして、直方市教育委員会賞を受賞者のほうにお渡ししてきたところ

です。 

  同日、学童クラブのスポーツ交流会、これが直方市の体育館のほうで実施

をされ、参加してまいりましたが、かなりの数が参加されておりました。市

長も参加されております。 

  日曜日の２４日、感田福祉ふるさと祭り、感田小学校のほうで実施されま

した。こちらも地域のお年寄りの方々が多く参加されておりまして、二中の

ブラスバンドが演奏をしております。それから、福原内科の院長先生の講演

が実施され、痴呆症に関する講話がありました。こちらにも大塚市長が参加

されております。 

  ２６日、火曜日、人権問題講演会、山口県人権啓発センター事務局長の川

口さんに講演を行っていただいております。 

  ２７日、水曜日、防犯カメラの寄附ということで直方警察署協議会、それ

から直方・宮若遊技場組合、こちらのほうからそれぞれ一台ずつということ

で防犯カメラ計２台の寄附をいただいております。一つは中泉小校区、もう

一つは下境小校区の通学路のほうに設置させていただきます。 

  ２９日の金曜日から１２月議会が始まりまして、本議会の開始ということ

になっております。 

  そして１２月１日、日曜日、もち吉場所、直方市の体育館のほうで実施を

されまして、直方市内の小学校２年生およそ６００名を招待いただいており

ます。子供たちの声援が場をつくってくれ、いい雰囲気であったかなという

ふうに思っております。ただ、これで１０年目だということですが、来年は

続けられるかどうかわからない状況だということを、社長がお話をされてお

ります。 

  １２月３日、火曜日、定例校長会、それから学校給食会臨時総会、こちら
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のほうは、給食費の公会計化に伴う体制整備のために実施したものでござい

ます。 

  ６日、金曜日、北筑豊地区公立中学校教頭会研修会がユメニティのおがた

で実施されました。 

  ９日、月曜日、定例教育長会議、北九州教育事務所で行なわれております。

主に年度末人事に関する内容でございます。 

  １２日の木曜日、小中一貫教育推進本部会、今後の直方市の小中一貫教育

の進め方、方向性について協議を行いました。 

  １６日、月曜日、１２月の定例教育委員会、総合教育会議がこの後ござい

ます。 

  裏面、１２月１７日、火曜日、不祥事防止対策検討委員会、そして臨時校

長会議、これは年度末人事に関する内容でございます。 

  １８日、水曜日、部活動外部指導者の選考委員会を実施いたします。 

  最後２５日、水曜日、県知事訪問、小川知事のほうが直方市を訪問される

ということで、随行してまいります。 

  以上、１１月から１２月に関しましての行事報告ということでございます。 

  何かこの件につきまして、御質問等ございましたらお願いいたします。 

   

  それでは、議案のほうに進ませていただきます。議案第３６号、直方市小

学校給食費の管理に関する条例施行規則の制定について、教育総務課、お願

いいたします。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  直方市小学校給食費の管理に関する条例施行規則の制定について、御説明

申し上げます。 

  １２月議会は１２月１３日が採決でございましたけれども、直方市小学校

給食費に管理に関する条例が可決されました。その条例の施行について必要

な事項を定めたものでございます。本規則は、１６条で構成されております。 

  それでは、条例の中身を説明してまいります。 

  １条が趣旨、２条が用語の定義を指定しております。 

  ３条、小学校給食実施校は直方市立学校条例に定める小学校としておりま

す。第２項では、小学校給食については様式第１の申込書を提出するよう規

定しております。 

  第４条、小学校給食費の額については一食当たり２６４円と指定しており

ます。食材費にかかる費用については、２７０円が妥当であると直方市学校

給食会が直方市のほうに申し入れました。本来であれば食材費にかかる部分
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は保護者の負担でございますので２７０円を徴収するのですが、前年度まで

補助金がございまして、補助金のような形で６円低い額２６４円を徴収する

ということで市長協議を行いました。正式には３月議会の新年度の予算が可

決されてからになります。 

  続きまして第５条、小学校給食費の調整については、これは転入、転出に

関して、年間給食費の調整を規定しております。 

  第６条、小学校給食費の減免についてですけれども、第１号ではアレルギ

ー等による減免で様式第１のところで食事のみとか牛乳のみとか食べられな

いとかいった場合の減免の規定をしております。第２号については、病気等

で５日以上連続して給食の提供を受けない場合の減免の規定をしており、様

式第２のほうで、給食費変更報告書を提出いただいて減免ということになっ

ております。 

  第７条について、最後のほうに別表がついておりますけれども毎月の納期

限及び納付額を規定しております。 

  第８条は、小学校給食運営審議会の委員について、小学校校長、保護者の

代表と規定しております。 

  第９条、小学校給食運営審議会の担当事務については市長の諮問に応じて、

給食費の額を審議することを規定しております。 

  第１０条から第１５条については、委員の任期ですとか審議会の運営、事

務局について、こちら規定しております。 

  第１６条については、委任としてこの規則に規定するもののほか施行に関

する必要な事項は、市長が定めるとしております。 

  最後に附則といたしまして、この規則は令和２年４月１日から施行すると

いたしております。また、この規則の施行に関し、必要な手続その他の行為

は、この規則の施行の日前においても行うことができるとしております。 

  以上で、直方市小学校給食費の管理に関する条例施行規則の説明を終わり

ます。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  直方市小学校給食費の管理に関する条例施行規則の制定についての説明で

ございましたが、何か御質問がありましたらお願いいたします。 

  では、御承認いただけ委員は、挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 
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○山本教育長 

  可決されました。本日の議案はこの１件のみということで、報告事項に移

らせていただきます。１２月議会（一般質問）について、お願いいたします。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  令和元年度１２月定例会での一般質問について、御報告を申し上げます。 

資料２をごらんください。着座にて御説明いたします。 

両面で印刷しておりまして、１６名の議員から一般質問が出ておりまして 

教育委員会に関係する部分のみ簡単に御説明申し上げます。１２月２日か

ら５日の４日間で４人ずつ質問されたところです。 

  まず、４番目の安永浩之議員の二つ目、学力向上を目的とした県配置の非

常勤職員についてということで、質問の要旨については今年の全国学力学習

状況調査の結果で大きくポイントを上げた、そういった取り組みを推進する

ことによって学力の向上が見られたのではないかと、その取り組みの中に県

の非常勤講師の配置による少人数学習の徹底というものがあるが、県の補助

が今年度で終了すると聞いている。この施策を引き続き行うために非常勤の

配置を求めるというものでした。答弁といたしましては、学力が向上した要

因についてはさまざまな取り組みが実施された結果であります。３５人学校、

それから分割授業などの少人数指導についても、その一つと認識しておりま

す。一方、学校現場ではＩＣＴの導入によって今後ますます学習形態等が変

化するということが予想されますが、次のステップを見据えながら教育委員

会としっかり協議して配置を検討したいというふうに市長がお答えしており

ます。 

  それから次の５番目、宮園議員の一番目の乳幼児健診における小児がんの

早期発見についてということです。質問の要旨といたしましては、多くの医

療機関で小児がんに対する医療経験が乏しく適切な医療を受けられないとい

うことが懸念されるが、乳幼児健診の中で早期発見を目的として小児がんの

発見につながる項目を、具体的には眼科に関する項目の追加を求めるという

ものでした。答弁の中で乳幼児健診については、健診医師や保健師、助産師

など専門的な職員によって丁寧に行っておりまして、その中で小児がんやそ

の他の疾患の早期発見に努めております。今後門学がｻｲﾓｳﾝｼの発見につなが

るために保護者が記入する問診票の中に眼科に関する項目の追加を検討しま

すというふうにお答えしております。 

  それから同じく宮園議員の二つ目です。がん教育についてです。議員から

のお尋ねでは、がん教育に関する知識の普及啓発が国ではうたわれています

けれども正しい知識や患者への理解、それから命の大切さの認識を深めるた
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めにがん教育が重要だと思われるが、どのようにして実施されているのかと

いう内容でございました。直方市では昨年度、市内の４中学校で県からの外

部講師によるがん教育の授業を行っております。小学校は来年度から高学年

で生活習慣病の予防とかたばこの害の中でがんについて学習いたします。今

後も県との連携によってがん教育を推進するとともに、それからがん患者に

なった子供さん、それからその兄弟に対するいじめなどが発生しないように

道徳や人権教育において指導していきたいというお答えをしております。 

  それから６番目の渡辺和幸議員の子供の貧困対策である「子ども食堂」の

現状と支援策についてでございますが、質問は近年、無料とか定額で子供に

食事を提供する子ども食堂がふえておりますが、直方市としては子ども食堂

の運営状況、それから市としての支援策についてはどのようなものかという

お尋ねでした。答弁といたしましては、現在市内の２カ所で子ども食堂とい

うものが開催されていることは把握しておりますが、補助金等は支出してお

りません。市においては、あらゆる相談や問題に対して要保護児童対策地域

協議会の中で関係者が連携をしながら支援体制をとっております。子供貧困

対策もその一つというふうに捉えております。子ども食堂の実際のニーズは

子供だけに食事を与えるということだけではなくて、ニーズは多岐にわって

おりますので実施する団体や地域、それから関係機関と検討を進めていきま

すというお答えをしております。 

  それから７番目の佐藤信勝議員の二つ目、防犯カメラの設置についてです。

これについては、防犯カメラの設置状況、それから今後の増設について、ま

た以前の議会の中でドライブレコーダーの搭載についても、それも視野に入

れて考えていくというような答弁をした経緯があったので、それについての

質問でした。今年度は、県補助の交付決定を受けて２校区にカメラを設置す

る方向で予定しております。増設につきましては、調査結果をもとに要綱に

照らしまして関係各所と検討していくということです。一方、本市で一般的

な業務に使用する公用車のドライブレコーダーの搭載率は、現在３５％程度

でございます。車両の更新のときに設置するように平成２８年度から取り組

みを行っております。裏面でございます。 

  高宮議員の人への投資としての施策ということで、これは市長の所信表明

を受けてということになりますが、いろいろな形で直方市を居住地に選ぶと

いうために人への投資というものが必要であろうということで市長が所信表

明で申されたことについて、今回は子育て、教育、そして障害者に絞って制

度の拡充、それから新たな行政サービスについて質問がなされました。直方

市はこども医療、それから小中学校の教育関係事業及び障害施策に関する事

業の充実が本市にとって重要であるということは承知しております。そのた
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めに新たな財源を確保するということは非常に困難ではありますが、事業効

果や優先度、それから事業費などを勘案した上でふるさと応援基金などの活

用も含めて検討していきますという答えです。 

  それから１４番目、澄田議員の一番目の分散している文化財の展示・保存

のための歴史民俗資料館の設置についての質問です。質問の要旨としては、

本市には教育の歴史や文化を見てもらう施設がなく、文化財も市内の各所に

分散しております。そのために保存状態も心配であると、そこで歴史民俗資

料館の設置を求めるという内容でした。お答えとしては、本市の貴重な文化

財を保護して継承していくと、それから教材として活用するということにつ

いての必要性は認識いたしております。デジタルアーカイブを活用した公開

などにも取り組んでおる。それも一つであります。歴史民俗資料館の設置に

つきましては、財源の確保などの課題が多く、まずは国の指定となった筑豊

炭田遺跡群の保存活用に取り組みを進めたいとお答えしています。 

  澄田議員の二番目の浅香山親方提案の「魁皇杯」子ども相撲大会について

ということです。これについては先日、浅香山親方が市役所を訪問されたと

きに子ども相撲の大会を提案されて、市長も親方の思いはしっかりと受けと

めたいというふうにお話をされたと聞いていると、そこで今後その開催や浅

香山部屋の誘致などについて求めるという質問でした。お答えとしては、浅

香山親方が大関魁皇として直方市の名前を全国的に広めてくださったという

貢献度については何らかの形で報いたいという気持ちは市長にもおありです

と、部屋の誘致については課題がいろいろありまして難しいところですが、

親方が希望される子ども相撲の開催については開催が企画できれば感謝の意

を伝える一つの方法というふうに考えます。ただ、行政の取り組みの中には

やっぱり限界がありますので地元経済界など民間の協力を仰ぐということも

合わせて検討したいというふうにお答えしております。 

  それから最後、渡辺克也議員の中学校給食についてです。質問で、現在実

施しておりますデリバリー方式の中学校給食については依然として喫食率が

上がっていないようだが、現在の状況と今後の改善策についてということで

の質問でした。現在の直方市の中学校給食は選択性のデリバリー方式で実施

しておりまして、喫食率は直近で４７．１５％というふうになっております。

目標の６０％に満たない状況ではありますが、メニューの改善などに努めて

微増ですが少しずつふえております。５年間の委託契約期間が約半分の時期

となりましたので、中学校給食を含めて本市の給食のあり方について検討す

るための組織を立ち上げて議論を進めていきたいというふうにお答えをいた

しております。 

  以上が１２月議会での一般質問での質問と答弁の要旨でございました。 
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○山本教育長 

  １２月議会の一般質問の内容についての報告でございましたが、何か御質

問、御意見等がございましたらお願いします。 

  ないようですので次に進ませていただきます。ハートフル奨学金、奨学生

の決定について、川原課長。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  ハートフル奨学金、奨学生の決定についてということで、座って報告させ

ていただきます。資料３をごらんください。 

  直方市ハートフル奨学金というのは、夢に向かって頑張る高校生、または

高等専門学校生を経済的に援助するということで、市の発展に寄与する人材

の育成を図ることを目的とした返還の必要のない給付型、月２万円、年２４

万円の奨学金のことです。平成２８年度から開始されて４年目になります。

応募状況はそこに書いています。募集期間が７月２０日から８月３１日。 

  申請をいただいた件数が、今度高校新１年生、今の中３が１３名、それと

継続で高校１年が５名、高校２年が４名です。１名、ほかの奨学金が必要に

なったという形で辞退されています。この奨学金はほかの奨学金をもらうと

できないということになっております。 

  それと資格要件として成績優秀者、５段階評価の平均値が３．５以上もし

くは芸能・スポーツ等で特定の専門分野において高い能力を有するもの。ま

たは、学資の支弁が困難である者、世帯の所得額が要保護者もしくは、準要

保護者基準と同程度のものというのが資格要件です。 

  面談審査は１１月１６日の土曜日に実施していただきました。高校１年、

２年は集団面接で、中学校はこの要件に１３人申請していただきましたけれ

ども、この要件を満たす者が９名でした。中学校３年生９名に面談審査、個

人面談をしていただきました。面談審査の要素・着眼点というのはそこに書

いているように、生徒の熱意、人柄、将来性等を判断して審査していただき

ました。９名中５名が新しくハートフル奨学金生にふさわしいということで

選んでいただいています。以上です。 

 

○山本教育長 

  ハートフル奨学金についての報告でございましたが、これにつきまして質

問、意見をお願いします。 

  特に高校生は５段階評価の平均が３．５以上ということになっていて、中

学校のときはいいのですが、高校にいくとそれなりの子が集まってくるので、

維持するというのが難しいところもあったり、心配な子も何人かおりました
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ので、高校生にはその辺を注意するように面接の中で声かけをしております。 

 

○中野委員 

  受給している途中で成績が落ちたことにより解消になるということはない

のでしょうか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  年ごとに申請して、面談を受けていただきます。今言われたように成績が

落ちると資格がなくなることになります。 

 

○中野委員 

  なくなるのですね。大学の給付型と余り変わらない感じですね。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  中３のときと高１、二つ合わせて平均で３．５以上ないと資格がなくなり

ます。高校２年生のときは高１と高２です。高３になると高２、高３の評定

で３．５以上ないと資格がなくなるというものです。 

 

○中野委員 

  資格がなくなって受けられなくなった子が出ると、補充は次年度まで待た

ないといけない。次点の子が受給できるという形にはならないのですね。 

  将来的に、数がふえる可能性はありますか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  各学年５名程度で１５人以上になることはありません。 

 

○山本教育長 

  ほかはよろしいですか。次に進みます。令和２年度入学・転入学者弾力化

について、課長、お願いします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  令和２年度入学・転入学者弾力化について、座って報告します。資料４を

ごらんください。 

  直方市では、弾力化の申請といって、校区関係なしに小学校に入学すると

き、また中学校に入学するときに決まった期間中に申請すれば、どういう理

由があろうとそこの学校に入学できますよという制度があります。それが入
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学・転入学者弾力化というものです。 

  今年度は１０月２８日から１１月１５日が受付期間でした。その結果、小

学校では５２名の児童が弾力化の申請をしております。中学校では６１名、

小学校のほうで上頓野小学校は教室数が今ぎりぎりですので今年度４名プラ

スという形で、予定では新小学校１年生が７５人になりました。それで、抽

せんは必要ないという形になっております。 

  次に前年度、植木中学校は抽選をしましたけれども、来年度は２４名が弾

力化でプラスという形で７８名になります。７８名ですのでもう二クラスで

いいという形で今年度は抽選しておりません。今年度はどこも抽せんしてい

ないという結果となっております。 

  それと、中学校のほうで２年生に１名、弾力化の申請をしておりますが、

これは今私立の中学校に行っていて、経済的に厳しくなったことから新年度

から直方市の中学校にくるというものです。その子が、三中ではなく二中の

ほうに弾力化で申請したものです。以上です。 

 

○山本教育長 

  入学・転入学者弾力化ということで報告でしたが、これにつきまして何か

御質問ございませんか。 

 

○中野委員 

  まず、申請期間ですが、これが短いのと、なかなか周知徹底ができていな

いということで、御存じない父兄の方がいらっしゃいます。 

大変悔しい思いというか、悩まれたということを直接お伺いしているんで

すけれども、改善するというようなことは不可能なのでしょうか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  これは大きな課題で、今ホームページと市報で周知しております。また、

入学説明会の際に、何日が受付期間ですよということを出しているんです

けれども、子供たちがなかなか保護者の方にプリントを渡さないという課

題があります。この周知方法というのは、大きな課題という認識は持って

おります。 

 

○中野委員 

  何とかその辺を改善していただきたいとおもいます。 
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○教育部長（安永由美子） 

   案の一つとして、今は特に中学校、新中学生になられる方については６

年生に、必要な方は直方市役所のほうに申請するのですよという内容の文

書をお渡ししているのですが、それが保護者に届いていないということも

あります。二段構えで一旦出して、希望するかしないかだけを先に一旦と

ろうかという案を提案しています。そして、希望があると出してきた子に

ついては、受理申請を受け付ける可能性があということで進めたいと思い

ます。 

 

○中野委員 

  それは、学校側に委託するという形になるのですか。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  そうです。一回、一回取りまとめてもらえたらと思っています。 

 

○中野委員 

  御本人にとっては、大きな問題です。学校に続けていかなくてはならない

ということになり、それが不登校につながったらと心配です。 

今、不登校の問題というのがすごく注視されている中で、それが成人にな

っても続くという方もいらっしゃるからですね。 

この義務教育の期間に改善ができるのだったら、大きなステップになると

思うのですが。 

 

○山内委員 

  その方は、現に不登校の傾向があるお子さんのことなのですか。 

 

○中野委員 

  はい。本人さんの病気もあって、アレルギーがちょっと多い方なので、給

食の問題とかありまして。今は、やっと、週一で学校に行けるようになりま

したけれども。 

 

○山内委員 

  本当は違う学校にやりたかったのでしょうか。 

 

○中野委員 

  それも考えたみたいですね。私はそれが一番いい方法だとは思っていなか
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ったのですが、今までの経験上、ひきこもりのお子さんをお持ちのお母さん

方は学校を変えられなかっただけで、ずっと不登校で、家に３０年も４０年

も引きこもってらっしゃる子供さんがいらっしゃるので、自分が亡くなった

後どうやってこの子が生活していくのかというのはものすごく問題になって

います。 

 

○山内委員 

  私が言うことではないかもしれませんが、行政はそんなに硬直的な対応は

しないと思います。確かに申請期間が過ぎれば受け付けは不可能ですが、そ

のほかに手がないかと御相談されることはいいのではないかと思います。子

供がこんな状況だから就学先を変えたいという希望があるけどできないでし

ょうかというぐらいのやわらかさはあると思います。 

 

○中野委員 

  ただ申請期間が終わっていたらどうなるのでしょう。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  理由があれば区域外就学という制度がつかえます。同様の理由で学校を変

わったという子はたくさんいます。相談していただけたらいいかなと思いま

す。 

 

○中野委員 

  ただ今回の件に関しましては、保護者の方が申請期間を全く御存じなかっ

たことから始まったことですから、学校側とこじれてしまいました。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  それは課題としてうけとめ、今後、周知の方法を検討して、少しでも希望

にかなうようにしていくよう考えてまいります。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  そのほかよろしいでしょうか。では、次に進ます。令和２年度特別支援学

級等の入退級に係る状況について、お願いします。 
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○学校教育課長（川原国章） 

  資料５をごらんください。令和２年度の特別支援学級等の入退級に係る状

況についてです。 

特別支援学級相当か通常学級かという判定をしていただきます。 

  第１回は、９月１４日に実施していただきました。対象の未就学児が９名、

児童生徒が２２名。第２回が１１月２３日にありまして、未就学児が１３人、

児童生徒が３４人、合計７８の審査をしてもらっております。 

  第１回目の９月１４日の３１人については、全員の保護者が同意していた

だきました。第２回分は、同意書を回収中ですが、ほとんどの保護者の方が

同意していただいているという状況です。 

  県教委に、特別支援学校就学該当者個人票等の提出を１２月１０日にして

おります。１月下旬に特別支援学級及び通級による指導の入退級通知を出す

ようにしております。以上です。 

 

○山本教育長 

  特別支援学級等の入退級に係る状況についての報告でございましたが、こ

れにつきまして何か御質問、御意見ございましたらお願いいたします。 

 

○中野委員 

  保護者の方はほぼ納得されたということですが、納得されていない方もい

らっしゃるということですよね。その場合はどうされていますか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  過去にもそのような場合はございました。現在は、保護者の意見を尊重し

ての審査になりますので、ほとんどの方が同意しておられます。 

 

○中野委員 

  今のところ、同意しない方はいらっしゃらないということでしょうか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  おりません。保護者の意見を尊重して審査をおこなっておりますので。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 



 

－15－ 

  そのほか、よろしいですか。次に進みます。直方市文化施設の指定管理者

の指定について、部長、お願いします。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  直方市の文化施設５施設の指定管理者が決定いたしました。１２月議会で

採決を受けまして決定したところです。公益財団法人直方市文化青少年協会

が継続して第４期目の指定管理者となりました。以上でございます。 

 

○山本教育長 

  文化施設指定管理者の報告でございました。これにつきまして何か御質問

ございませんか。以上で報告事項は終了いたします。 

  その他に移ります。まず、１月行事について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  資料６をごらんください。座って説明させていただきます。 

  直方市の行事としまして、１月６日、仕事始め式。 

  ８日、始業式となっております。 

  ９日から１０日、１４日に関しましては、教育長面談を予定しております。

内容は業績評価に関するもの、人事のヒアリング、さらには先ほど教育長 

からありましたように不祥事防止に関係する校長への面談と、三つの内容に 

ついて面談を行う予定にしております。 

  ９日、定例校長会議を１０時から予定しております。 

  １２日は直方市成人式ということで、後ほどお話があると思います。 

  １６日、学力向上フォローアップ訪問、これは北九州教育事務所より学力

向上に関しての指導というか、アドバイスをいただくために、指導主事等に

来ていただき、直方西小学校で実施する予定です。 

  １７日、定例教育委員会の後、ここで定例教育委員会がありますが、この

後、新年会を予定しております。 

  ２２日、保幼小中高連携推進協議会運営委員会を行うように予定しており

ます。 

  ２４日、小中一貫教育推進本部会、これは第３回ということで来年度に向

けての計画審議というふうに計画しております。 

  ２４日、２７日に関しましては、県立高校特色化選抜入試ということで、

これまでの推薦入試、一般入試とは違う形、自己推薦という入試形態で、筑

豊地区では実施される予定となっております。 

  ２８日、こころの劇場が行われます。プログラミング教育の研修会が植木
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小学校を会場として、市主催研修会を実施する予定です。 

  ３０日、木曜日、英語教育研修会、これは直方北小学校を会場としてこれ

も市主催研修会として実施する予定です。 

  ３１日、金曜日は小中一貫教育推進委員会ということで、先ほど推進本部

会で決めたことについて周知し協議するという内容でございます。 

  １月行事予定については以上です。 

 

○山本教育長 

  １月行事について御説明いただきましたが、これにつきまして何かござい

ませんか。続きまして令和２年直方市成人式について、お願いします。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  資料７をごらんいただきたいと思います。 

  令和２年の直方市成人式の御案内でございますが、成人の日は１月１３日

ですが、１月１２日の日曜日に成人式をユメニティのおがたにおいて、開式

は午後２時からで行うことになっております。 

  内容につきましては、先月の定例教育委員会で御説明しましたように、新

成人による実行委員会で検討をしているところです。委員の皆様には御案内

を申し上げますので御参加のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○山本教育長 

  令和２年の直方市成人式についての御案内でしたが、よろしいですか。 

  では、会議録署名委員の指名について、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  １２月の会議録署名につきましては、澁谷委員にお願いいたします。 

 

○澁谷委員 

  はい。 

 

○山本教育長 

  以上で、１２月定例教育委員会を終了します。 
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        直方市教育長 
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